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あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
け
る
國
際
中：

義
が
凋
落
し
た
と
い
は
れ
る

.今
：

=

に
お
い
て
、
新
國
際
、王
義
と
稱
す
る
莕
作
の
現
は
れ
たH

と
は
、

!

の
興
味

-で
■あ
る
。
そ
の
結
論
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
ぅ

.と
も
、

ー
應
、

こ
‘の
衷
題
に
注
意
を
惹
か
れ
る
こ
と
は
、
當
然
と
い

#
:ね
. 

ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
こ
の
書
の
全
體
は"

.一
‘の
新
國
際

.主
義
の
据
唱
と
，い
ふ
ょ
り
も
寧
ろ
世
界
現
象

.の
渐
解
釋
と
し
て
の
國
際
主
廣
女
論
，
 

じ
.た
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
、
，國
際
生
義
に
對
す
、

新
方
法
ま
た
は
新
政
策
が
、

こ
の
書
に
ょ
つ
て
提
供
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
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こ
の
意
味

‘に
^
い
て
も
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の
書
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者
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け
る
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I

應
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あ
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‘
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.
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者

そ

，
の
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に
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て
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、
筆
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も
知
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.
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た

^
同
書
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齿
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る
と
著
脔
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ル

•
フ
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ン
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九
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來
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ー
ヴ
國
際
關
係
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究
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校
の
ア
メ
リ
カ
委
員
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一
人
々
あ
つ
て
、
，本
年
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(

1
九
三

-四
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}
ア
メ
リ
カ
合
衆
镯
に
、歸
來
し
、 

內
務
锴
に
勤
務
し
て
ゐ
る
人
、で
あ
る
と
い
ふ
。

1新
段
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*
斷
»

せ
&

紫
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ロ
グ
ア
は
世
界
陸
地
め
六
分
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一̂

人
：ロ

玛

億

六

千

萬

、
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1>

か』

ぞ
ひ
大
部
分
於
資
本
主
義
低
^;
れ
て
ゐ
な
い
の
で
、
資
木
，主
.義
ひ
販
路
と
し
て
^
:
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の
有
カ
な
市
場
で
.舔
る
パ
.玟
れ
が
資
本
.
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1

ゐ
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あ
る
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イ
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始
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1
ロ
ッ
パ
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國
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崩
壤
で
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1
に
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資
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#
1義
ば
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場

を
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0
て
ゐ
る
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に
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ョ
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ロ
ッ
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に
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族
自
決
の
原
則
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1つ
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興
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し
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r設
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し
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ゐ
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。
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イ
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ナ
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ョ
デ
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成
立
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八
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‘國
際
社
會
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運
_

の 

退

潮

今

！

in

ょ
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し
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翁
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琢

か

ら
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改

良
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と
举
乘
浪
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ゼ
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«
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が
あ
り
、
理
論
的
に
は
、
常
に
填
命
主
義
が
指
導
的
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
實
際
政
治
運
動
上
に
お
い
て
は
、
改
良
主
義 

か
勢
カ
が
優
勢
で
あ
つ
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ニ
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ナ
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率
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言
辭
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ゐ
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あ
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反
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.ズ
X
:
の
旗
^
高 

ぐ
擧
げ
だ
の
で
杈
ク
だ
:0

し
か
’レ
な
が
ら
、
4

九
2:
!

0
年
代
の
舉
の
ニ
=?
:

^

に
お
い
艽
ョ
人
疚
岑
バ
'の
革
命
.化
^
.失
敗
じ
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著
者
フ
ォ
ア
マ
ン
ば
か
く
の
如
く
、
資
本
主
義
イ
ン
.
タ
ア
ナ
ヘ
シ
日
ナ
リ
ズ
ム
も
、
社
會
主
義
イ
ン
ク
ア
ナ
シ
_
ナ
リ
ズ
ム
も
共
に
死 

滅
し
た
と
い
つ
て
ゐ
る
タ
琪
實
ま
さ
に
さ
ぅ
で
あ
る
。
著
苕
は
し
か
ら
ば
、
如
何
な
る
と
こ
ろ
に
そ
の
新
國
際
主
義
な
る
も
の
.を
求
め 

て
ゐ
る
の
か
。
フ
ォ
ア
マ
ン
は
世
界
大
戰
後
の
各
國
の
傾
向
を
國
民
主
義
に
求
め
て
ゐ
る
。
，殊
に
こ
の
'傾
向
は
、
世
.界
大
戰——
世
界 

恐
慌
を
通
じ
て
激
化
さ
れ
た
と
し
て
ゐ
る
。
殊
に
、
世
界
恐
慌
對
策
と
し
‘て
の
各
國
經
濟
政
策
は
、
彼
の
所
謂
國
民
計
畫
經
濟
で
あ 

る
。
大
英
帝
國
に
お
け
る
オ
ッ
タ
ワ
會
議
以
後
の
英
帝
國
領
の
經
濟
關
係
の
緊
密
化
、
イ
タ
リ
ー
の
フ
フ
シ
ズ
ム
經
濟
政
策
、
ド
イ
ツ 

办
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
、
.日
本
の
日
滿
ブ
ロ
ッ
：ク
經
濟
、
サ
ウ
ハ
ヱ
す
ト
同
盟
め
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
、
ト
ルn

の
國
民
主
義
政
策
な
ど
を
そ
の 

代
表
的
な
も
P

と
し
て
擧
げ
て
ゐ
る
。
か
X

る
慨
向
と
國
際
生
義
と
が
一
致
す
“る
と
瞽
者
は
い
ふ
の
：で
あ
る
。
著
者
は
、
ア
ウ
タ
ル
キ 

i

、
.即
ち
國
圾
的
自
給
自
足
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> 
坐
產
カ
の
進
展
に
ん
ひ
で
ゝ
到
底
敗
立
し
得
な
^

こ
^

を

主

張

す

る

ダ

^

の

點

は

蕃

者

の

論

議

を

俟 

つ
ま
で
も
な
.い
。V
何
等
か
の
形
態
に
お
け
る
各
國
の
接
觸
が
必
要
で
あ
る
。
こ
：

Q

接
觸
€>

新
方
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と
し
'て
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著

衆

は

貿

易
0

阈
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管
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あ

发
^

賢

蜃
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宛
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t
.
タ
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國

際.
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^
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錄
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嗜
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:
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房
茫
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廉
礎
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置
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こ
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新
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、
形
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せ
ら
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i

あ
岑
と
い
^
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あ
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i
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濟
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萵
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悉
く
そ
の
出
生
に
依
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て
私
權
を
享
有
し
、
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> b
谪
低
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產
め
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霖
- ^
齡
の
長
幼
芩
に
依
づ
て
壻
減
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は
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乍
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實
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